
戦　略戦　略

岩手県自動車関連産業成長戦略　岩手県自動車関連産業成長戦略　～とうほくでの自動車生産～とうほくでの自動車生産100100万台を目指して～万台を目指して～

○関東自動車工業岩手工場
　　・生産台数：３０万台
　　・地元調達率：４２%
○自動車関連企業数：１７４社

○輸送用機械出荷額：４,１２２億円

○自動車関連輸出額：２,０２０億円

本　県　の　現　状

○自動車業界の国内回帰・重視
　　・ホンダ、スズキ、トヨタ
　　　新工場建設
○国内のマザー工場機能を強化
○次世代技術開発の競争激化
　　・環境、安全、電子化等

業 界 を 取 り 巻 く 動 向 目　指　す　姿 数　値　目　標　（２０１５年まで）
本県の自動車産業
の飛躍のチャンス

本県の自動車産業
の飛躍のチャンス

一方で対応力の弱い
本県のものづくり基盤

一方で対応力の弱い
本県のものづくり基盤

新　た　な　展　開

●東北での生産台数：
　　　　　　　　１００万台
　　　

●東北での生産台数：
　　　　　　　　１００万台
　　　

【目標】～２０１０年～
【県】

自動車産業集積プロジェクト
IT産業強化育成プロジェクト
立地セミナー・トップセールス

【県】
自動車産業集積プロジェクト
IT産業強化育成プロジェクト
立地セミナー・トップセールス

～２０１５年
【産学官ネットワーク組織】

いわて自動車協議会
とうほく自動車連携会議
ものづくりネットワーク

【産学官ネットワーク組織】
いわて自動車協議会

とうほく自動車連携会議
ものづくりネットワーク

○セントラル自動車の移転進出
(東北の自動車生産５０万台へ)

○エンジン、エアコン工場等の
　東北進出
○更なるサプライヤーの進出可
　能性大
○地場企業の新規参入・取引拡
　大の可能性大

新たな
戦略

が必要

◎東北域内での生産台数：１００万台

◎岩手県自動車関連企業数：２２０社

◎岩手県輸送用機械出荷額：５,７００億円

◎岩手県自動車関連輸出額：３,０００億円

◎東北が中部、北部九州等に続く国内の新たな生産拠点
　としての地位を確立⇒岩手がその中核に

◎岩手から北米、北東アジア、極東ロシアなど世界に向

　けて部品や完成車、次世代技術を輸出する供給拠点へ

◎自動車産業を支える本県ものづくり基盤を確固たる
　ものへ⇒岩手を国内有数のものづくり産業集積地へ

２００５年～

地場企業の参入
（プレス、成形、車体部品等）

地場企業の参入
（プレス、成形、車体部品等）

アイシン・コムクルーズ
の進出（組込ソフト）

アイシン・コムクルーズ
の進出（組込ソフト）

セントラル自動車
の立地(宮城)

セントラル自動車
の立地(宮城)

●東北での生産台数：
　　　　　　　　　５０万台
　　　

●東北での生産台数：
　　　　　　　　　５０万台
　　　

研究開発、設計開発機能
の進出（組込ソフト含む）

研究開発、設計開発機能
の進出（組込ソフト含む）

地場企業の参入
（電装、高機能、駆動部品等）

地場企業の参入
（電装、高機能、駆動部品等）

部品メーカーの進出
（電装、高機能、駆動部品等）

部品メーカーの進出
（電装、高機能、駆動部品等）

部品メーカーの進出
（プレス、成形、車体部品等）

部品メーカーの進出
（プレス、成形、車体部品等）

○自動車関連立地企業数
　　・３１社（Ｈ３～）

○自動車関連新規参入･受注件数
　　・４６件（Ｈ１５～）

○自動車関連立地企業数
　　・３１社（Ｈ３～）

○自動車関連新規参入･受注件数
　　・４６件（Ｈ１５～）

●生産台数：３０万台
　　　　　　　　（関自工）

●現調率：４２％

　　　　　　　　（関自工）

●生産台数：３０万台
　　　　　　　　（関自工）

●現調率：４２％

　　　　　　　　（関自工）

参入・取引拡大が図られ
るよう地場企業の品質、
コスト、納期等への対応
力強化が不可欠

参入・取引拡大が図られ
るよう地場企業の品質、
コスト、納期等への対応
力強化が不可欠

育
て
る

育
て
る

地場企業の技術力向上支援地場企業の技術力向上支援

地場企業の取引拡大支援地場企業の取引拡大支援

技能系・技術系人材の育成技能系・技術系人材の育成

高度技術・研究開発人材の育成高度技術・研究開発人材の育成

次世代技術を開発・提案
できる地域（企業・大学）
への変革が必要

次世代技術を開発・提案
できる地域（企業・大学）
への変革が必要

創
る
創
る

企業ニーズに即した「もの
づくり人材」の安定的確保・
供給が不可欠（即戦力・
高度技術・研究開発人材）

企業ニーズに即した「もの
づくり人材」の安定的確保・
供給が不可欠（即戦力・
高度技術・研究開発人材）

人
づ
く
り

人
づ
く
り

現調率・集積加速の向上
に向けた基幹部品メーカー
の進出と、立地環境の整
備が必要

現調率・集積加速の向上
に向けた基幹部品メーカー
の進出と、立地環境の整
備が必要

誘
致
す
る

誘
致
す
る

ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ
拠点の整備検討

ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ
拠点の整備検討

進出メーカーと
の取引拡大

進出メーカーと
の取引拡大

基幹部品
メーカーの
進出促進

基幹部品
メーカーの
進出促進

2010年2010年

岩手(東北)
から部品、
技術、完成
車を世界へ
（北米、ロシア…）

2015年2015年

2010年2010年 2015年2015年

課　題課　題

岩手に進出しているメーカー(完成車・部品)と地場企業との
取引拡大のための取組みを展開

地場企業の高機能部品参入と、研究
開発・設計開発部門の進出促進のた
めの取組みを展開

岩手(東北)で開発され
た技術、部品、完成車
を世界に供給できるよう、
海外展開を視野に入れ
た取組みを展開

完成車工場の
新設・増産

完成車工場の
新設・増産

工程改善指導 進出メーカーの協力による重点密着育成プログラム

取引あっせん、技術展示商談会 基礎知識習得研修、特定メーカー向け商談会・内覧会

北上川流域ものづくりネットワーク
（長期ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ、工業高校専攻科等)

県北・沿岸を含め全県下への取組み拡大(地域ものづくりネットワーク)

金型・鋳造中核人材、３次元設計技術者 インテリジェント人材(組込み人材)育成システムの構築
21世紀型ものづくり人材｢岩手マイスター｣(岩手大学)

これまで これから

開発提案型企業の育成開発提案型企業の育成
冷間鍛造研究会 熱処理、モジュール化の研究会

岩手大学｢ものづくりエンジニアリングファクトリー構想｣

次世代技術の研究開発と事業化の促進次世代技術の研究開発と事業化の促進
高機能鋳鉄、ﾄﾘｱｼﾞﾝﾁｵｰﾙ、ZnO、Co合金 環境(軽量化)・安全・電子化などに対応した実用化の促進

　　　　北東北３県による自動車技術研究会(仮称)の検討　　　　　　

有力部品メーカー等の進出促進有力部品メーカー等の進出促進

トップセールス、各種優遇制度 基幹部品メーカー(ミッション、電装品等) の誘致

立地環境の整備・充実立地環境の整備・充実

釜石港・アクセス道路の整備 鉄道貨物輸送へのモーダルシフトの促進

デ　ン　ソ　ー
の立地(福島)
デ　ン　ソ　ー
の立地(福島)

エンジン工場
の立地(宮城)
エンジン工場
の立地(宮城)

つなぐつなぐ 広域連携広域連携 売込む売込む

各種施策のﾛｰﾘﾝｸﾞ、ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ各種施策のﾛｰﾘﾝｸﾞ、ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ

・完成車の生産拡大
・地場企業の高機能
部品参入拡大

・現調率の大幅向上

・完成車の生産拡大
・地場企業の高機能
部品参入拡大

・現調率の大幅向上

量的側面

・研究・設計開発、調
達部門の進出

・提案型企業の創出
・環境対応技術
(次世代電池、軽量化、新素材)

・安全対応技術
(各種センサ、赤外線カメラ)

・電子化対応技術
(組込みソフト、半導体産業等)

・次世代型自動車開発
(ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車、
電気自動車、燃料電池車)

・研究・設計開発、調
達部門の進出

・提案型企業の創出
・環境対応技術
(次世代電池、軽量化、新素材)

・安全対応技術
(各種センサ、赤外線カメラ)

・電子化対応技術
(組込みソフト、半導体産業等)

・次世代型自動車開発
(ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車、
電気自動車、燃料電池車)

質的側面

県全域への波及・集積拡大県全域への波及・集積拡大

面的側面

世界に通ず
る｢いわての
ものづくり基
盤」の形成！

既進出企業の規模拡大
(電子・駆動部品、プレス、板金、内製品等)

既進出企業の規模拡大
(電子・駆動部品、プレス、板金、内製品等)

資料　１

資料　１



（ｶｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ化への対応分野研究）
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ス
テ
ー
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３

（上
級
）

ス
テ
ー
ジ
３

（上
級
）

川上・川下連携ﾌｫｰﾗﾑ

工程改善研修〔産振Ｃ〕

とうほく自動車関連技術研究会（６県）
【高度部材等】（経産局＋６県）

参
入
促
進
に
向
け
た
取
組
み

参
入
促
進
に
向
け
た
取
組
み

短期（～2010年）セントラル自動車等進出短期（～2010年）セントラル自動車等進出

資金面での支援　【設備整備の補助等】

特定企業商談会
（’08関自工、’09デンソー（半導体含む））

取引あっせん〔産振Ｃ〕

凡例：

　　　　 継続事業 　 新規事業 　 将来事業

自動車関連産業への参入促進の取組み計画（育てる）

（県内での生産完結を目指し、不足技術分野の導入研究）

冷間鍛造研究会〔北上基技Ｃ〕
【県外外注率100％の冷間鍛造技術の導入研究】

その他分野の研究会　
想定分野：熱処理(高周波)、ｴﾝｼﾞﾝﾓｼﾞｭｰﾙなど

生産技術研究会【県内進出企業と地場との取引を目指す】

内覧会(県内)
【発注部品商談会】

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄｼｽﾃﾑ研究会〔岩大〕
【組込みハード系技術研究】　

いわて協議会事務局

とうほく連携会議事務局 〔民間団体〕

組込み技術研究会〔県大〕
【組込みソフト系技術研究】　

企業連携・グループ化【集積】　
　 【同業種間の連携により、機能分担（加工技術、設備投資）

　　による共同受注を目指す】（例：ﾌﾟﾗ21）

生産技術（製造）研究部会【進出企業の指導による企業育成】

生産設備・治具部会【見学会等を通じ、商談獲得に向けメーカーと交流】

2008年 2010年

海外での商談会・見本市
〔ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ体制〕

【海外への部品供給】（６県）

中期(～2015)
50万台生産体制

中期(～2015)
50万台生産体制

長期(2015～)
100万台生産体制

長期(2015～)
100万台生産体制

ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｰﾋﾞｽ拠点の整備

2015年

高機能部品供給(エンジン部品、
トランスミッション、燃料電池など)

に向けた取引あっせん、研
究会、特定企業商談会、内
覧会

内覧会(６県) 【発注部品商談会】

参入促進セミナー
【業界文化、構造、心構え、プレゼン力、ＩＳＯ】

高機能部品メーカーとの

連携促進

高機能部品供給に向けた
企業連携、生産技術研究

参入準備段階参入準備段階

川上・川下企業をつなぐ窓口となる
アドバイザー等の配置

取引拡大・

技術開発段階

取引拡大・

技術開発段階

取引開始段階取引開始段階

参入
準備

取引

あっせん
取引
拡大

高次参入

業界文化の理解業界文化の理解 プレゼン力向上プレゼン力向上

川下企業の窓口への取次ぎ
（アドバイザーの活用）

川下企業の窓口への取次ぎ
（アドバイザーの活用）

見積指導見積指導 工程改善指導工程改善指導

参入支援・技術指導
（アドバイザーの活用）
参入支援・技術指導
（アドバイザーの活用）

取引
開始

川下企業の技術指導川下企業の技術指導

企業連携（アドバイザーの活用）企業連携（アドバイザーの活用）

モジュール化研究モジュール化研究

次世代技術開発次世代技術開発

【参
入
モ
デ
ル
】

資金面での支援　【取引サプライヤーなどへの人材育成経費の補助】

人材派遣による技術習得人材派遣による技術習得

1 1

2

2 3

2

4
7

5

8

9

1

2

3

4

7

5

8

技術展示商談会(６県)
6

6

9

【すそ野の拡大】

・経営者セミナー

・工場見学

・自動車解体による
部品構造研修

重点密着育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
による生産技術指導

資料　２

資料　２

北東北自動車技術
研究会(仮称)(３県)9



ワンストップサービス拠点の整備検討

参入希望段階参入希望段階

新規参入によるすそ野の拡大

地場企業における参入モデルのイメージと主な取組み

参入中期段階参入中期段階参入初期段階参入初期段階

進出企業の現地調達率向上 基幹部品メーカーの進出

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組
み

参入後期段階参入後期段階

高次参入
３次サプライヤーから２次サプライヤーへ

２次サプライヤーから１次サプライヤーへ

高次参入
３次サプライヤーから２次サプライヤーへ

２次サプライヤーから１次サプライヤーへ

取引
拡大

参入
準備

取引
あっせん

取引
開始

研究・設計開発部門の進出

課
題

企
業

今
後
注
力
し
て
い
く
取
組
み

参入支援のための体系的なプログラムを
川下企業の協力のもと実施
　・自動車業界の文化
　・参入のメリット、心構え
　・見積り方法や商慣行　　など

参入支援のための体系的なプログラムを
川下企業の協力のもと実施
　・自動車業界の文化
　・参入のメリット、心構え
　・見積り方法や商慣行　　など

参入意欲、チャレンジ姿勢の醸成（新規参入によるすそ野の拡大） 重点密着育成プログラム

アドバイザーによる問題解決のための
具体的なアドバイスや助言指導

アドバイザーによる問題解決のための
具体的なアドバイスや助言指導

メーカーとの共同研究開発

モジュール化、高機能部品参入のた
めの研究会

モジュール化、高機能部品参入のた
めの研究会

高度技術人材、製造中核人材の育成
供給

高度技術人材、製造中核人材の育成
供給

川下企業による情報開示や、技術力
向上のための支援

川下企業による情報開示や、技術力
向上のための支援

・業界が求めるＱＣＤ水準への対応
・発注情報の不足
・業界に精通した人材の育成確保

・業界が求めるＱＣＤ水準への対応
・発注情報の不足
・業界に精通した人材の育成確保

・設計開発段階からの参画
・モジュール化への対応
・次世代技術開発のための体制確立
・設計開発、研究開発人材の育成確保

・設計開発段階からの参画
・モジュール化への対応
・次世代技術開発のための体制確立
・設計開発、研究開発人材の育成確保

・新技術・新工法の提案能力の向上
・コストダウン要求への対応
・単一加工から複数工程へのシフト
・大物部品加工への対応、先行投資

・新技術・新工法の提案能力の向上
・コストダウン要求への対応
・単一加工から複数工程へのシフト
・大物部品加工への対応、先行投資

・発注情報の把握・分析
・技術水準向上や生産体制高度化
・プレゼンテーション能力の向上

・発注情報の把握・分析
・技術水準向上や生産体制高度化
・プレゼンテーション能力の向上

自動車部品の構造や特性、求められる技
術レベルの理解
　・車両部品の分解展示
　・構造等の特性や技術面の研修

自動車部品の構造や特性、求められる技
術レベルの理解
　・車両部品の分解展示
　・構造等の特性や技術面の研修

ものづくり技術力の向上 企業競争力の向上 企業経営の安定化参入メリットの理解（地場企業）

（周辺状況）

資料　３

資料　３

参入に必要な知識の習得、理解
・自動車業界の動向や文化、心構え
・ＩＳＯ等の国際標準規格

参入に必要な知識の習得、理解
・自動車業界の動向や文化、心構え
・ＩＳＯ等の国際標準規格

ものづくり技術力の向上
・関自工ＯＢによる生産工程の改善
指導
・ＱＣＤ水準、生産管理体制の改善

ものづくり技術力の向上
・関自工ＯＢによる生産工程の改善
指導
・ＱＣＤ水準、生産管理体制の改善

参入に必要な情報の提供
・発注企業の技術ニーズの情報提供
・アドバイザーや産業支援機関によ
る支援（技術的視点、発注側視点）

参入に必要な情報の提供
・発注企業の技術ニーズの情報提供
・アドバイザーや産業支援機関によ
る支援（技術的視点、発注側視点）

川下企業との交流創出、連携強化
・各種セミナーやフォーラムの開催
・川上企業の技術ニーズ把握のため
の情報交換会

川下企業との交流創出、連携強化
・各種セミナーやフォーラムの開催
・川上企業の技術ニーズ把握のため
の情報交換会

生産技術向上、生産体制確立
・アドバイザーによる支援
・人材育成や生産体制確立のための
技術指導に対する補助

生産技術向上、生産体制確立
・アドバイザーによる支援
・人材育成や生産体制確立のための
技術指導に対する補助

受注、商談機会の確保
・企業訪問等による取引あっせん
・自動車先進地や特定企業を対象と
した技術展示商談会

受注、商談機会の確保
・企業訪問等による取引あっせん
・自動車先進地や特定企業を対象と
した技術展示商談会

開発提案型企業の育成
・高機能化・高品質化を図る技術開
発と地場企業への技術移転

開発提案型企業の育成
・高機能化・高品質化を図る技術開
発と地場企業への技術移転

次世代技術の開発・実用化
・高機能鋳鉄、トリアジンチオール、
酸化亜鉛、水素センサ等の実用化に
向けた研究開発

次世代技術の開発・実用化
・高機能鋳鉄、トリアジンチオール、
酸化亜鉛、水素センサ等の実用化に
向けた研究開発

資金面における支援制度
・用地、機械・設備等の取得に係る
経費の一部補助や各種制度資金

資金面における支援制度
・用地、機械・設備等の取得に係る
経費の一部補助や各種制度資金

アドバイザーによる支援
・企業連携コーディネート、技術面
からの指導
・発注情報の収集、提供

アドバイザーによる支援
・企業連携コーディネート、技術面
からの指導
・発注情報の収集、提供

取引拡大を目指した研究会
・共同受注、設備治具、冷間鍛造
・発注企業とのマッチング、受発注
情報の提供、フォローアップ

取引拡大を目指した研究会
・共同受注、設備治具、冷間鍛造
・発注企業とのマッチング、受発注
情報の提供、フォローアップ

高度技術人材の育成
・金型・鋳造、組込みソフトウェア、
三次元ものづくり

高度技術人材の育成
・金型・鋳造、組込みソフトウェア、
三次元ものづくり



短期（～2010年）セントラル自動車等進出短期（～2010年）セントラル自動車等進出 中期（～2015年）５０万台体制中期（～2015年）５０万台体制 長期（2015年～）
１００万台体制

長期（2015年～）
１００万台体制

自動車関連産業の集積促進計画（創る）

実用化に向けた既
存の有望な研究開
発の推進

有望な研究シーズ
の発掘、育成支援

開発提案型企業の
育成

地域に密着した
研究開発拠点

（高機能鋳鉄）エンジン部品
（ＺnO）ＬＥＤ、圧力センサ

（Ｃo合金）射出成形機用部品・金型等

（トリアジンチオール）金型への応用、接着技術

岩手大学 岩手県立大学 県工業技術センター

自動車用関連金型の高機能化技術

いわて戦略的研究開発支援事業（いわて産業振興センター）

自動車及び部品メーカーにお
ける設計開発段階からの県内
企業の参画

・新技術・新工法の開発提案
・地場企業への技術移転

研究開発・設計開発
拠点の進出促進

（地独）岩手県工業技術センター

　・補助・委託事業の積極的な活用による研究
開発の推進
　・国などの競争的資金獲得の支援
　・各機関の機能を相互に補完・相乗

・事業化、実用化、取
引開拓への支援
・新たなプロジェクトの
形成

シーズイノベーション化顕在化ステージ（科学技術振興機構）

外部資金による大型プロジェクトへの育成支援（国、科学技術振興機構）

燃料電池
関連
（環境対応)

トリアジンチオール

水素センサ

高度部材
関連
(環境・安全
対応)

高機能鋳鉄

酸化亜鉛材料

新たな技術テーマ
の研究開発　

　
　
　
　
　
　
岩
手
大
学

融合化ものづくり研究開発センター
　・金型技術研究センター（北上市）
　・鋳造技術研究センター（奥州市）
　・複合デバイス技術研究センター（花巻市）

ものづくり大学院（金型・鋳造工学専攻）

盛岡市産学官連携研究センター（コラボＭＩＵ）

ものづくりエンジニアリングファクトリー構想

地域シーズ研究開発支援事業（いわて産業振興センター）

県
立
大
学

組込技術研究所

（仮称）滝沢村ＩＰＵイノベーションセンター

一
関
高
専

（財）県南技術研究センター

環境対応(次世代電池、軽量化等)環境対応(次世代電池、軽量化等)

次世代自動車(電気自動車等)次世代自動車(電気自動車等)

“いわて”での次世代技
術の研究開発支援

“いわて”での次世代技
術の研究開発支援

（Ｃo合金）射出成形機用部品・金型等

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
強
化

安全対応(センサ、赤外線カメラ等)安全対応(センサ、赤外線カメラ等)

電子化対応(情報通信、組込みソフト)電子化対応(情報通信、組込みソフト)

・産学官による有
望な研究開発の育
成支援

企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

擦
り
合
せ

資料　４

資料　４

熱処理など不足技術分野の研究開発

コバルト合金

冷間鍛造の研究

北東北３県
自動車技術
研究会(仮称)



短期（～2010年）セントラル自動車等進出短期（～2010年）セントラル自動車等進出 中期（～2015年）50万台体制中期（～2015年）50万台体制 長期（2015年～）100万台体制長期（2015年～）100万台体制

自動車関連産業の集積促進計画（人づくり）

高度技術人材
研究開発人材

商品企画 開発設計

製造現場のマネジメ
ント人材

生産ライン管理 品質・工程管理

ものづくりスペシ
ャリスト人材

高度な加工 製造

地域ものづくり
ネットワーク

地域ニーズ
に対応した
教育プログ
ラム

ものづくり教室や体験授業、工場見学

小中学校の教員、保護者を対象とした工場見学

工業高校等における長期インターンシップ

教師を対象とした技能講習会や企業現場研修会

企業内人材の継続的な育成、スキルアップ

北上川流域地域

県北地域沿岸地域

県内全域
への拡大

即戦力の実践的技術者の養成【一関高専】

機械系・電気系専攻科、自動車工学コースの設置
【黒沢尻工業高校、水沢工業高校】

地域間の
連携強化

　

即戦略人材
(Ｕターン・Ｉターン人材等)

首都圏 近隣県

確
　
保

育
　
　
　
　
　
成

社内人材育成プログラムの充実 県内工業高校への専攻科の新設

本県ものづくり
基盤を支える
活動として
強化・継続

生産システム技術専攻科の設置【産業技術短大】

企業戦略策定

就職指導システムデータベースによる情報共有

県内企業との連携強化（技術者派遣、企業指導）

３次元設計技術者及び機械技術者の育成

３
次
元

も
の
づ
く
り

組
込
シ
ス
テ
ム即戦力技術者養成研修・学生向け車載電子組込み技術者養成研修

産学官ネットワーク形成

県内中小ＩＴ企業への派遣型研修補助

ものづくりＰＲ冊子「いわての技」等による情報発信

県内不足技術分野における人材育成（冷間鍛造など）

岩手県Ｕターンセンターの設置（県外事務所）

北東北三県での人材流通の促進

インターネットにより県内企業の求人情報を全国の求職者へ提供

県内における人材流通の促進

インテリジェント人材育成システムの構築
(（仮称）いわて組込みシステムコンソーシアム)

県外の優秀な
人材確保

ものづくり夜間講座等の新設

育
成
機
能
の
充
実

県内企業の競争力
強化

県内企業の競争力
強化

県外からの人材集積

競争力のある企業の
進出・育成

企業ニーズに
対応した優れた

ものづくり人材輩出

企業ニーズに
対応した優れた

ものづくり人材輩出

県内への定着化

地域指導者の育成

資料　５

資料　５

金型・鋳造工学専攻、21世紀型ものづくり人材｢岩手マイスター｣【岩手大学】



当面の誘致業種

イ
ン
フ
ラ
整
備

イ
ン
フ
ラ
整
備

誘
致
誘
致

企
業
誘
致
に
向
け
た
取
組
み

企
業
誘
致
に
向
け
た
取
組
み

短期（～2010年）セントラル自動車等進出短期（～2010年）セントラル自動車等進出 中期（～2015年）50万台生産体制中期（～2015年）50万台生産体制
長期（2015年～）

100万台生産体制

長期（2015年～）
100万台生産体制

自動車関連産業の集積促進計画（誘致する）

鉄道貨物輸送への
モーダルシフト促進

ステアリング部品 グローブボックス等

各種スイッチ ホイール

研究開発機能・設計開発機能の誘致

資金面での支援【施設整備等補助、税の減免、貸付】

企
業
誘
致
を
支
え
る
立
地
環
境
整
備

地
場
企
業
育
成

地
場
企
業
育
成

人
材
育
成

人
材
育
成

【県立大・一関高専】３次元設計、組込みソフト

開発提案型企業の育成
　・公設試験研究機関の金型等に関する研究成果を地場企業に技術移転
　・県内での生産完結を目指し、不足技術分野の導入研究

冷間鍛造研究会〔北上基技Ｃ〕
【県外外注率100％の冷間鍛造技術の
導入研究】　　　　　　　　　　　　　　　

その他分野の研究会
【想定分野例　熱処理（高周波）・
エンジンモジュールなど】　

【黒沢尻工業高校】機械系・電気系専攻科の開設

重点的な誘致業種

トランスミッション

各種ランプ アウトサイドミラー

2010年 2015年

2015年2010年

【岩手大】金型・鋳造、デバイス、電気、機械

ロシア(秋田港経由)・
北海道物流ルート
の整備

釜石港の拡張整備 釜石港へのアクセス道路整備 北米向け輸出

高度技術者・製造中核
（商品企画・開発設計）

製造ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ人材
（加工技術開発・試作）

【一関高専】産学COOP教育による技術者育成

【産業技術短期大学校】産業技術専攻科の開設

製造現場のｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ
（高度な加工・製造） 【水沢工業高校】自動車工学コースの開設

自動車金型ガラス 次世代電池（ﾘﾁｳﾑ電池、燃料電池）など

研
究
開
発

研
究
開
発地域密着型研究開発推進（岩手大学、県立大学、工業技術センター）

単体部品中心
機能性部品中心電装品

工業団地の整備

資料　６

資料　６

・将来有望な研究シーズの育成
・トリアジン、ZnO、Co合金などの研究開発・事業化促進

設計開発・研究開発人材の育成

県北・沿岸地域への企業誘致・二次展開の推進



■地場企業のものづくり力強化

○自動車関連産業創出推進コーディネータの設置
　　 　　　　　　　　　　　　　　　【15年度～ 産業振興センター】

　　自動車生産管理に精通した専門家（関自工ＯＢ３名）を配
　置

○工程改善研修会の開催
　　　　　　　　　　　 　 　 　【16年度～ 産業振興センター】

　 本県企業のものづくり力強化のため、意欲のある企業を対
　象にした、コーディネーターの指導による工程改善の研修

○自動車関連産業集積促進奨励事業
　　⇒詳細は、「誘致する」の項目参照

○いわてものづくりサポート資金
　　　　　　　　　　　 　　　 　　　 　　【19年度～ 県、金融機関】
　　長期低利固定資金の提供、保証料率の軽減など金融機　
　関等との連携支援

■地場企業の取引拡大

○取引あっせんの強化　　　　　　　【産業振興センター】

　　企業訪問等による取引あっせん活動を強化

○自動車関連技術アドバイザーの設置
　　　　　　　　　　　　　　　 　【17年度～ 集積支援センター】
　　技術的観点から参入に向けた指導助言を行うとともに各　
　企業の強みを活かした企業連携・グループ化の取組みな
　どを推進（民間企業ＯＢ１名。19年度から産業創造アドバイ　
　ザーとして民間企業OB１名を追加配置）

○自動車産業参入促進アドバイザーの設置
　　　　　　　　　　　 　　　　　　【18年度～ 集積支援センター】
　　発注側視点から地場企業への指導助言を行う専門的人　
　材を工業技術集積支援センターに職員として配置（関自工
　ＯＢ１名）

○自動車関連産業人材育成等支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　 　【18年度～ 集積支援センター】
　　県内中小企業がサプライヤー等から指導者を受け入れる
　場合の経費の一部を補助

■新規技術分野への進出促進

○サプライチェーン調査の実施
　　　　　　　　　【県、集積支援センター、産業振興センター】
　　現状のサプライチェーンの把握、今後進出が予想される　
　部品メーカーが必要とする技術分野（特にエンジン、駆動部
　品、電装部品等への参入に必要なもの）を把握し、本県で
　不足している技術分野を明確化

○戦略技術研究会の開催
　　⇒詳細は、「つなぐ」の項目参照

■研究開発テーマの具体化

○研究開発テーマ調査の実施
　 　　　　　　　　　　【科学・ものづくり振興課】
　　大学等の技術ポテンシャルやサプライヤー
　ニーズの把握を通じて、研究開発テーマの　
　具体化に向けた調査検討を実施

○いわて戦略的研究開発推進事業
　　 　　　　　　　　　【科学・ものづくり振興課】
　　国等の公募型研究事業への提案に向けて
　産学官の有望な研究開発を育成支援

■次世代技術の開発促進

○高機能鋳鉄　 【８年度～ 岩手大学】

　　鋳鉄の欠点を克服し、薄くて強靱な材料や
　他合金との複合による高強度材料等の研究
　開発
　　⇒自動車エンジン用部品等で実用化

○トリアジンチオール
　　　　　　　　　　　　【５年度～ 岩手大学】

　　金属表面に薄膜を形成し、様々な特性を　
　付与できる有機化合物トリアジンチオールを
　活かした技術の開発
　　⇒燃料電池自動車で実用化

○酸化亜鉛（ＺｎＯ）材料
　【15年度～ 岩手大学、工業技術センター】
　　東京電波㈱が開発に成功した酸化亜鉛単
　結晶を活用した応用製品（デバイス）開発
　　⇒ＬＥＤ、紫外線センター、圧力センサー　
　　　ほか

○水素センサー　 【16年度～ 岩手大学】

　　安価・小型・高感度・高応答性の水素漏れ
　センサーや水素のみ透過する膜の開発
　　⇒燃料電池

■開発提案型企業の育成

○新いわて自動車製造システム開発　
　支援事業 【18年度～ 工業技術センター】

　　自動車関連金型の高機能化・高品質化を
　図る技術開発の推進と地場への技術移転

■既立地企業の増産・２次展開
　等への支援

○フォローアップの強化
　　既立地企業へのワンストップサービス窓　
口としての活動強化

○自動車関連産業集積促進奨励事　
　業　　　　【16年度～ 企業立地推進課】
　　自動車関連企業に対する工場等用地取
　得・造成、構築物等建設、機械・設備等取
　得に係る経費の一部補助

■有力部品メーカー等の誘致

○トップセールスの実施
　　知事等による有力部品メーカーへのトッ　
　プセールスの実施

○基幹部品メーカーの立地促進
　　駆動系、電装部品など基幹部品メーカー
　への誘致活動強化

○研究開発機能等の立地促進
　　研究開発機能や新たな完成車工場の誘
　致活動強化

○産業集積支援コーディネータの設　
　置　　　　【18年度～ 県名古屋事務所】
　　誘致活動等を行う人材を県名古屋事務　
　所に配置(トヨタＯＢ１名)

○各種優遇制度の活用促進
　　 　 　 　 【18年度～ 企業立地推進課】
　　・オーダーメイド型の立地補助金
　　・最大20億円の立地融資
　　・法人事業税等の５年間減免

■インフラ整備

○道路整備
　　産業振興を支援する(重要港湾と内陸集
　荷施設を結ぶ)道路等の整備
　　⇒新仙人トンネル（18年度供用開始）

○港湾整備
　　重要港湾の公共埠頭等を整備
　　⇒釜石港公共埠頭（18年度供用開始）
　　　 釜石湾口防波堤　　　

○鉄道輸送(モーダルシフト)
　　トヨタ自動車、ＪＲ貨物、日本通運による　
　自動車部品の鉄道輸送
　　⇒中京地区（名古屋南駅）
　　　　　～岩手（盛岡駅）

→北上新貨物駅検討

■ものづくり人材の育成

○ものづくりネットワーク　 【18年度～ 県】

　　北上川流域、沿岸、県北各地域の産学官によ
　るものづくりを支える人材の育成

○専門教育コースの設置　 【19年度～ 県】
　　水沢工業高校に専門履修コースを、黒沢尻工
　業高校に２年の専攻科を、産業技術短期大学校
　に１年の専攻科を設置

■高度技術・研究開発人材の育成

○２１世紀型ものづくり人材マイスター育成
　　　　　　　　　　　　　　 　【19年度～ 岩手大学】
　　研究開発から生産技術までを一貫して理解で
　きる高度技術者の育成及び基礎研究から試作　
　段階までの実践が可能な仕組みの構築

○金型・鋳造工学専攻の設置
　　　　　　　　　 　　　　 　 【18年度～ 岩手大学】
　　岩手大学に、金型・鋳造分野の高度技術・研究
　開発人材を育成するための専攻を設置

○組込み系ソフトウェア人材の育成　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　【17年度～ 県立大学】
　　岩手県立大学に、組込み系ソフトウェア開発に
　対応した高度IT技術者を養成するカリキュラムを
　創設

○３次元ＣＡＤ設計人材の育成
　　 　【19年度～北上市・ 県南広域局・一関高専】
　　部品等の開発設計に不可欠な３次元ＣＡＤ技　
　術者を育成

■即戦力人材の育成・確保

○Ｕターン・Ｉターン人材の確保・活用
　　Ｕターン・Ｉターン人材情報の整備と情報提供　
　による人材の確保・活用

○いわてものづくりアカデミーの開講
　　　　 　　　　　　 　【17年度～ 産業振興センター】
　　ものづくりに特化した生産管理技術など11講座
　の開講

○自動車関連産業人材育成等支援事業
　　　 　　　　　　　 【17年度～ 集積支援センター】
　　県内中小企業が従業員をサプライヤーに派遣
　して研修する場合の経費の一部を補助

○組込みソフトウェア競争力強化事業
　 　　　　　【18年度～ 産業振興センター、ＩＳＣ】

　　成長著しい組込みソフトウェア分野をターゲット
　に技術力向上、即戦力人材育成、取引拡大な　
　どを通じて競争力を強化

■とうほく自動車産業

　集積連携会議

○自動車関連技術展示
　商談会の開催
　　　　　　　　　　【17年度～】
　　愛知県の一次サプライヤー
　等への東北各県企業・大学
　等の技術の売り込み

○特定企業向け展示商　
　談会の開催　　　【新規】

　　東北各県へ進出している　
　有力サプライヤー向けに、東
　北各県の企業が自社技術を
　売込むための展示商談会を
　開催

■東北経済産業局等
　との連携

○次世代技術研究会
　　　　　　　　　　 【19年度～】
　　東北経済局と連携し、自動
　車メーカー等のニーズを踏　
　まえた次世代技術の研究会
　を開催

○大手サプライヤー招聘
　逆展示商談会　 【検討】
　　東北経済局、基盤機構等
　と連携し、中京地区などの大
　手サプライヤーを招聘した具
　体的発注部品の展示商談会
　を東北地域内で開催

○海外展開支援　【検討】
　　ジェトロ等と連携し、海外見
　本市への出展、海外経済ミ　
　ッションの派遣などによる技
　術ＰＲ、企業間交流など

■いわて自動車関連

　産業集積促進協議
　会

○川上・川下連携フォー　
　ラムの開催　【19年度～】

　　サプライヤーや地場企業
　などによる講演など、情報交
　換・交流の場を通じた川上・
　川下企業の連携強化・接点
　拡大

○特定企業向け展示商　
　談会 　　　　　　　　【新規】

　　関東自動車工業 (静岡県　
　裾野市)や有力サプライヤー
　向けに、県内企業が自社技
　術を売込むための展示商談
　会を開催

○逆展示商談会（内覧
　会）の開催　　　　【検討】

　　県内に進出している有力　
　サプライヤーによる具体的な
　発注部品等の商談会を開催

○戦略技術研究会の開　
　催　　　　　　【19年度～】
　　進出サプライヤーや大学　
　等との連携協力の下、特定　
　技術分野での技術力向上や
　新規技術分野への進出（参
　入）に向けた研究会を開催

　〔継続〕
　　　・工程改善研究会
　　　・部品受注研究会
　　　・生産設備・治具研究　　
　　　・冷間鍛造研究会
〔検討〕
　　新規技術分野の研究会
　　　・熱処理（高周波）分野
　　　・エンジンモジュールなど

育　て　る

◎ 産学官連携による自
　動車関連技術の開発･
　実用化を進めます

◎ ものづくり産業を支える
　人材が安定的に確保され
　る仕組みを創ります

◎ 自動車関連企業の進
　出･定着を促進します

創　る 誘　致　す　る 人　材　育　成 つ　な　ぐ 広　域　連　携

｢自動車関連産業の集積促進｣に向けた岩手県の取組み 〔平成20年度〕

◎ 地場企業等の自動車関連産業
　への参入を促進します

◎ ６県が連携して　
　自動車産業の一　
　大集積地を目指　
　します

◎ 産学官が連携し
　て自動車産業の　
　一大集積地を目　
　指します

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　(平成20年６月末現在)

１　H15以降の参入　46件

　・新規参入　19件(うち地場11件)

　・新規受注　27件(うち地場18件)

２　H3以降のｻﾌﾟﾗｲﾔｰの立地 31社

　　(うち関自工増産発表後 13社)

これまでの取組みの主な成果
・工程改善研修の効果

　生産性５～25％向上

・地場企業のグループ化

　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成形の１ｸﾞﾙｰﾌﾟ
が量産受注獲得

・ホンダ向け商談会

　試作２、見積３

・刈谷での商談会

　成立１、試作５、見積６

参考資料

参考資料




